
概要  

米国において、′iルポウイルスB19（B19V）のGenotype3がアメ  
リカ人供血着から初めて検出された。B19Vを検出するための広  
範囲な特異性のあるPCRを用い、81，000人以上の供血着から  
集めた約440．000の臨床サンプルを調べ、更にはB19Vタイターと  
DNA解析および抗体濃度を調べた。この評価の結果、DNA配列  
分析によって819VGenotype3に感染していると確認された米国  

人1人のドナーから28日の間に8回の血奨ドネーションを行って  

いることが明らかとなった。ウイルス価はピーク時で1011ル／ML  
を示し、下がるに連れてIgMレベルが上昇し、IgGレベルは約7日  
遅れて上昇した。  
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米国での調査研究の結果は、輸血によるCJD伝播については  
根拠に欠けるとしている。2004年以降、英国ではvCJDの輸血  
による伝播が報告され、変異型でないCJDもしくは古典的CJD  
の伝播のリスクについて懸念が高まってきた。1995年、米国赤  
十字社はCDCと共同で輸血によるCJD伝播の懸念を評価する  
詳細な疫学的データを得るために、供血後にCJDと診断された  
供血者（CJDドナ，）の長期後ろ向き調査を開始し、CJDドナー  
の血液成分を投与された受血者を特定した。本籍黒からは、  
CJDの輸血による伝播を示す根拠は示されなかった。CJDド  
ナーによる異常プリオンの輸血伝播のリスクは、VCJDドナーに  
よる伝播のリスクと比べて顕著に低いことを後押しする結果と  
なった。  
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査した。ブタ試料9％においてNoVが検出され、すべてがGIIで  
あった。また、24％のヒツジ試料がNoV陽性を示し、すべてが  
GlIIであり、GlおよぴⅠⅠは認められなかった。2か所のうち、1ケ所  
のヒツジのみがNoV陽性を示し、ヒツジに症状は認められな  
かった。これまでにブタ、ウシおよびマウスからNoVが検出され  
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武田薬品エ  
乾燥日本脳炎ワク  
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2008年9月1日－3月9日、スペインリベルセロナにおいてA型肝炎  
に感染した150症例が報告された。この数は、前の2年の同時期  
と比べて3倍である。ほとんどの症例は、男性と性的関係を持つ  
男性（MSM）であることを報告した87名を含む、成人男性に発生  
した。これは、MSM集団におけるA型肝炎感染のアウトブレイク  
の可能性を示唆しており、感染リスクの高いコミュニティーヘの  
より効果的なワクチン接種プログラムの必要性を強調している。  

■■■■■■■－■■■ ■－■－ － ■ －●－一－－－ －－－－－－－－－t■＋t■ －－－－－－－－－－t－－－ ■■－ ■－ ■  

母親がHBsAg陰性かつ家族内に患者以外のHBVキャリアが存  
在する成人及び小児HBVキャリアである7家族を対象とし、HBV  
全遺伝子解析に基づく分子系統樹を用いて感染源を検索したと  
ころ、3家族で父親以外の感染源の可能性があり、祖母からの  
感染は分子疫学的に感染経路を証明できた。  
■ ■ ■■－ ■－■■■■●■－－ －■ ■ －●■■－ －－ －－－ － － －－－－－－－－－－－－－－－ －－－一一－● ■■一  

日本の首都圏において、HBVの中でも慢性化率の高い  
genotypeAは急速に増加しており、新規日本人キャリアからの  
二次感染が疑われることが急性B型肝炎症例の検討から明ら  
かになった。  

Eurosun／eillanGe  
2009Apri‖6：  

14（15）  

A型肝炎  

日本小児感染症  
学会第40回総会  
学術集会 E－20  

B型肝炎  

岬  

37回東部会 0－  
日本肝臓学会第   85  

B型肝炎  

日本赤十字社が2008年に収集し、報告した輸血関連感染（疑）  
症例149例の現状と解析結果である。149例の病原体別内訳  
は、HBV61例、HCV38例、細菌46例、HEV2例、H［Vl例およぴ  
CMVl例であった。HBV4例、HEV2例および細菌2例については  
献血者検体から病原体を検出し、いずれも輸血と感染症との因  
果関係は高いと評価された。また、輸血後B型肝炎を発症した1  
例は、劇症肝炎により死亡した。日赤では2008年8月よリCLEIA  
法および新NATシステムを導入し、安全性の向上に努めてい  
る。   

E型肝炎ウイルス（HEV）のgenotype3は日本においては不顕性  

感染とされているが、重篤な肝炎を発症した国内8症例につい  
て、強毒性をもたらすHEVの遺伝的特徴を解析するため遺伝子  
配列を決定した。系統樹解析の結果、いずれも他のgenotype3  
とは区別され、JIO株と名付けられた固有のクラスターに分類さ  
れた。このJIO関連ウイルスは他のHEVgenotype3とは異なる18  
のアミノ酸をコードしており、また、JIOクラスターのヒトHEV株の  
ほぼすべてに共通する置換はヘリカーゼ領域（V239A）に位置  

し、V239Aはgenotype4では一般的であることから、毒性の増強  
と関連が示唆された。また、genOtyPe3に属するswJ19株に感染  
した5匹のブタから遺伝子を解析した結果、同様にヘリカーゼに  
V239A置換が存在していたことから、JJO関連ウイルスが人獣  
共通であることが疑われた。   

第57回日本輸血  
細胞治療学会  
2009：55ニ245  

Emerging  
Infectious Disease  
2009：15ニ704－708  

E型肝炎  
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概要  

北海道で献血者のHEV感染の実態を解析するため、2005年1  
月一2008年11月に北海道内の献血者1．075，793名について20本  
プールによるHEVNATを実施した。HEV NAT陽性者は140名  
であり、献血時のHEV抗体保有率は3割以下、感染初期の献血  
が多かった。陽性者のHEVのgenotypeは9割以上が3型で4型も  
認められた。陽性者の約7害射ま献血前に動物内臓肉の喫食歴  
があり、陽性者の半数にはその後ALT値の上昇が見られた。北  
海道内の献血者集団に於けるHEV RNA陽性頻度は高く、  
zoonoticinfectionが起きていると考えられる。  

第57回日本輸血  
細胞治療学会  
2009：55；244  

E型肝炎  

米国において9、15および39ケ月の子供3例は、臨床症状から  
検査が行われた結果、HIV感染と診断された。2例については、  
母親がHIV感染者であるが、母乳は与えず、また周産期感染は  
否定された。3例目は、母親ではなく養育していた叔母がHIV感  
染者であった。全例とも、川∨感染者である養育者が食べ物を  
噛んで与えており、2例では噛み与えた大人に口腔内出血が  
あった。EnvのC2V3C3またはgp41コLド領域とgagのp17コード  

領域を用いた系統発生解析の結果は、3例中2例は養育者の噛  
み与えによって川∨感染が起きたという疫学的結論を支持した。  

Pedjatrics2009：  

124；658－666  

名古屋医療センターにおいて、4側にHIV－2の感染が疑われた。  
川∨抗体陽性かつ血中HIV－1RNAコピー数が検出限度以下を示  
した4例（外国籍男性3例、日本国籍女性1例）の末梢血白血球  
より抽出したDNAを鋳型にPCRによりgagおよびenv領域の増幅  
後、遺伝子配列を決定した。4例中3例は川∨－2であることを確  
認し、日本国籍女性については確定診断に至らなかった。解析  
に成功した3例の内、1例はサブタイプA，他の2例はサブタイプ判  
定には至らなかった。日本匡l内においても川∨一2のスクリーニ  

ングを強化する必要がある。  

90527に同じ  

中国のブタからヒト様HINlインフル工ンザウイルスが検出さ  
れ、ブタがヒトにおけるパンデミックを引き起こす古典的なインフ  
ルエンザウイルス保有宿主である証拠が示された。  

gO473に同じ  

第83回日本感染  
症学会総会2009  
Apri123－24：314  

ウイルス感  
染  

インフル工ン  
ザ  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

PLoS Pathogens  
2009：4：elOOO455  

Vims Res．2009；  

140：85－90  

NEnglJMed  
2009：360：2605－  
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2009年5月から6月における日本のインフルエンザA（HINl）感  

染に関する疫学的な特徴がまとめられた。日本の16の都道府  
県から、インフルエンザA型（HINl）ウイルス確定症例が合計  
401例報告された。最も感染の多かった2地域は、高校でアウト  
ブレイクが発生し休校に至った大阪市および神戸市であり、6月  
4日までにこの2県で357例の感染が報告され、64％が15－19歳、  
10％が10－14歳であり、60歳以上は1％であった。2009年6月4日  
現在、重症患者および死亡例の報告はなく、インフルエンザA  
（川N川こ感染した患者の病状の程度は季節性インフルエンザ  

と同程度であった。  

新型インフル エンザ （HINl）  

Eurosurvei”ance  

2009；14：19244  

日本感染症学会  
第83回総会 P224  
0－171  

90505に同じ  

彗  CDC  
（http：／／www．cdc．g  

ov／ncidod／dvbid／  

westnile／sun／＆con  

trolCaseCount08_ 
detailed．htm）  

2008年、米国におけるウエストナイルウイルス感染症例は46州  
から1356例が報告され、うち687例では脳炎や髄膜炎を発症、  
死亡に至ったのは44例だった。  

ウエストナイ  
ルウイルス  

米国。輸血のCJD伝播リスクについて。後にCJD発症した供血  
者36例と受血者436例を調査。受血者のうち生存91例、死亡  
329例、不明16例。受血後にCJDを発症した例は特定されず。  

ルトヤコブ  
クロイツフェ  病  

Transfusion Epub 
2009January5  

2009年8月17日、米国CDCはアジアでのテクングニヤ熟のアウ  
トブレイクに注意喚起をした。2009年1月以降、チクングニヤ熟  
症例数の増加がアジアの一部で報告されている。チクングニヤ  
熱は感染した蚊を介してもたらされるウイルスによって発症し、  
突発性発熱、関節痛、悪寒、頭痛、吐き気や発疹などを伴う。タ  
イでは2009年7月22日現在、南部でアウトブレイクが起こり、  
34．200超の症例（死亡例なし）が報告され、マレーシアでは  
2009年7月18日現在、2900症例、インドでは2009年4月29日現  
在、2700例の疑い症例（死亡例なし）が報告された。渡航者へ  
のアド／くイスとして、テクングニヤ熟を防ぐ薬物治療やワクチン  

はないため、CDCは、虫除けを使用し、蚊にさされないよう自己  
防衛し、発症を自覚した際には、医療機関を受診するよう奨め  
ている。  

90523に同じ   

ウイルス感  
テクングニヤ  染  

CDC2009August 17  

FDA／CBER  
Guidance for 
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